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インバウンドの「変化の兆し」をいち早く 

都道府県別訪日外客数と訪問率 
月次指標の早期推計：12 月レポート 

 

図１  訪日外客数及び出国日本人数の推移 

 
 

出所:日本政府観光局(JNTO)「訪日外客数」より筆者作成 

注) 2022 年まで確定値、23 年 1-10 月は暫定値、23 年 11-12 月は推計値 
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図 3  目的別訪日外客数推移 

 
出所:日本政府観光局(JNTO)「訪日外客数」より筆者作成 

注) 目的別訪日外客数については訪日外客数(推計値)から 2 カ月遅れて発表さ

れる。「観光客」とは、短期滞在の入国者から「商用客」を引いた入国外国人

で、親族友人訪問を含んでいる。「その他客」とは、観光、商用目的を除く入

国外国人で、留学、研修、外交・公用などが含まれる。 
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●1 月発表データのレビュー：JNTO 訪日外客数 

▶JNTO 訪日外客統計によれば(図 1 及び表 4)、12 月の訪日外

客総数(推計値)は 273 万 4,000 人であった(前月：244 万

800 人)。2019 年同月比+8.2％と 2 カ月ぶりのプラス(前

月：同-0.0％)。また、同月の出国日本人数は 94 万 7,900

人であった(前月：102 万 7,110 人)。19 年同月比では-

44.6％と前月(同-37.5％)からマイナス幅は拡大した。 

▶2023 年通年の訪日外客数は年後半の回復が影響し、2,506

万 5,862 人と、前年(383 万 2,110 人)から大幅増加し、コ

ロナ禍前の 8 割程度(19 年比-21.4%)を回復した。一方、日

本人出国者数は 926 万 4,464 人と、前年(271 万 1,381 人)

から大幅増加したものの、コロナ禍前の 5 割程度(同-

52.1%)にとどまった。インバウンド需要に比してアウトバ

ウンド需要の回復は依然遅れている。長引く円安と実質所得

の回復の遅れが影響しているようである。 

▶訪日外客数のトップ 5 を国・地域別にみると、12 月は韓国

が 78 万 2,700 人(2019 年同月比+215.7％)と最多であっ

た。次いで台湾が 39 万 9,500 人(同+14.7%)、中国が 31

万 2,400 人(同-56.0%)、 香 港 が 25 万 1,100 人(同

+0.6%)、米国が 18 万 3,200 人(同+26.8%)と続く(図 2 及

び表 4)。 

▶目的別訪日外客総数(暫定値)をみれば、10 月は 251 万

6,623 人となった(2019 年同月比+0.8%)(図 3 及び表 5)。

うち、観光客は 224 万 5,892 人(同+3.1％)、商用客は 11

万 9,327 人(同-26.4％)、その他客は 15 万 1,404 人(同-

3.7％)であった。19 年同月比をみれば、観光客はコロナ禍

前を回復した一方、その他客は 9 割超、商用客は 7 割程度の

回復となっている。 

▶観光客のTOP5を国・地域別にみれば、10 月は韓国が 60 万

998 人(2019 年同月比+285.3％)と最多であった。次いで

台湾が 41 万 414 人(同+3.9％)、米国が 19 万 3,998 人(同

+52.2％)、中国が 18 万 8,541 人(同-70.8％)、香港が 17

万 5,511 人(同-0.3％)と続く(表 5)。 

▶訪日外客の先行きについては、回復が遅れている訪日中国人

客の動向が気になるところである。2 月は 10 日から春節が

始まり、中国人客の増加が期待されている。一方で、中国経

済減速の影響もあるため、大幅な増加は見込めず、緩やかな

回復にとどまる可能性が高い。 

図 2  国・地域別のコロナ禍前回復比較：2023 年 12 月 

 
出所:日本政府観光局(JNTO)「訪日外客数」より筆者作成。 

注) 韓国の大幅増加は 19 年同月の日韓関係悪化の影響が含まれる。 
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*なお、観光庁「訪日外国人消費動向調査」の訪問率のデータが 2023

年 9 月から公表が再開された。このため、中断していた訪問率の月次

推計についてはデータの蓄積を待って今後再開する予定である。 
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図 6  関西国際空港 訪日外客入国者数推移 

 
出所:出入国管理統計より筆者作成。2023 年 12 月値は速報値 
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図 5 関西 対中貿易の推移 

 

出所：「大阪税関貿易速報資料：近畿圏」より筆者作成 
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貿易収支：左軸

輸出総額 伸び率：右軸

輸入総額 伸び率：右軸

●12 月関西の財貨・サービス貿易及び 11 月のサービス産業動向 

▶関西 12 月の輸出額は前年同月比-1.9%と 8 カ月連続で減少した(前

月：同-7.1%)。また、輸入額は同-11.4%と 9 カ月連続で減少し、

8 カ月連続で 2 桁のマイナスとなった(前月：同-12.5%)。輸出入い

ずれも減少したが、輸入の減少幅が輸出のそれを大きく上回ったた

め、12 月の貿易収支は+3,661 億円と、11 カ月連続の黒字。黒字

幅は同+77.7％拡大した(図 4)。2023 年通年では、輸出は前年比-

3.2%(前年：同+16.3％)、輸入は同-9.8%(前年：同+34.3％)とい

ずれも 3 年ぶりのマイナス。結果、貿易収支は 9 年連続の黒字(+2

兆 1,684 億円)となり、黒字幅は同+170.8%と 2 年ぶりに拡大した

(前年：同-74.1％)。 

▶対中貿易動向をみると(図 5)、関西 12 月の対中輸出は前年同月比

+3.3%と 8 カ月ぶりに増加した(前月：同-4.7％)。一方、対中輸入

は同-6.6%と 8 カ月連続の減少(前月：同-9.6%)。2023 年通年で

は、輸出は前年比-4.9%と 4 年ぶりの減少に転じた(22 年：同

+7.7％)。また、輸入も同-6.1%と 3 年ぶりの減少(前年：同

22.4％)。23 年 5 月以降、対中貿易は停滞している。 

▶12 月の関西国際空港(以下、関空)への訪日外客数は 72 万 1,677

人となり、12 月単月で過去最高を記録した(前月：66 万 3,795

人)。2019 年同月比では+11.9%と、2 カ月ぶりのプラス(前月：

同-0.8％)。また、12 月の日本人出国者数は 17 万 7,085 人であっ

た。2019 年同月比では-48.6%と、前月(同-42.3％)からマイナス

幅は拡大(図 6)。23 年通年の訪日外客数は 652 万 5,158 人とな

り、コロナ禍前の 8 割弱(19 年比-22.1％)を回復。一方、日本人出

国者数は 166 万 1,869 人でコロナ禍前の 4 割程度(同-58.2％)の回

復にとどまった。 

▶11月のサービス業の活動は悪化傾向が続く。サービス業の生産活動

を示す第 3 次産業活動指数(季節調整済み：2015 年平均=100)をみ

れば(図 7)、11 月は 100.2、前月比-0.7％低下し、3 カ月連続のマ

イナスとなった(前月：同-0.2%)。また、対面型サービス業指数*

は 95.3、 同-2.6%低 下 し 、2 カ 月 ぶ り の マ イ ナ ス(前月 ： 同

+2.2%)。うち、運輸業(同-1.7%、2 カ月ぶり)が低下に寄与し

た。 

▶観光関連指数**(2015 年平均=100)は、11 月は 89.5 と前月比-

1.3％低下し、3 カ月連続のマイナス(前月：同-1.2％)(図 7)。う

ち、飲食店、飲食サービス業(同-4.7％、3 カ月連続)や宿泊業(同-

5.3％、2 カ月連続)が低下に寄与した。 

*対面型サービス業は、運輸業、宿泊業、飲食店、飲食サービス業、その他の生活関

連サービス業及び娯楽業を指す。 

**観光関連指数は第 3 次産業活動指数のうち、観光庁「旅行・観光サテライト勘定」

の分類に対応する、鉄道旅客運送業、道路旅客運送業、水運旅客運送業、航空旅客

運送業、旅客運送業、その他のレンタル、自動車賃貸業、宿泊業、飲食店，飲食

サービス業、旅行業、映画館、劇場・興行団の各指数の加重平均。 

トピックス 1 

図 4  関西 対世界貿易の推移 
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図 7  観光関連 対面型サービス 第 3 次産業：2015 年=100 

 
出所：経済産業省「第 3 次産業活動指数」より筆者作成 
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トピックス 2 

表 1  関西 延べ宿泊者数伸び率：10 月 

 
出所：観光庁「宿泊旅行統計調査」より筆者作成(図 8～10 及び表 1) 

延べ宿泊者数：

(千人泊)

19年比伸び率：

10月(%)

19年比伸び率：

9月(%)

延べ宿泊者数：

(千人泊)

19年比伸び率：

10月(%)

19年比伸び率：

9月(%)

延べ宿泊者数：

(千人泊)

19年比伸び率：

10月(%)

19年比伸び率：

9月(%)

福井県 272.3 -11.7 -27.8 263.6 -12.3 -27.8 8.7 8.2 -23.0

三重県 648.2 -3.9 -3.9 618.2 -3.2 -3.3 30.0 -16.5 -20.0

滋賀県 384.5 -2.2 -10.1 352.4 -1.7 -9.2 32.1 -7.1 -22.2

京都府 3,132.2 12.8 10.4 1,714.3 7.3 3.4 1,417.9 20.3 22.0

大阪府 4,708.5 18.4 12.4 2,706.9 9.2 5.8 2,001.5 33.7 25.1

兵庫県 1,262.9 13.5 11.3 1,151.3 15.4 13.2 111.6 -3.0 -9.1

奈良県 247.6 7.3 -2.8 214.7 15.5 5.2 32.9 -26.7 -36.5

和歌山県 365.8 -12.4 -15.1 317.7 -8.6 -17.1 48.1 -31.3 -0.9

鳥取県 203.4 -15.9 -17.6 195.0 -14.3 -17.2 8.3 -40.9 -26.6

徳島県 191.8 -20.5 -5.0 175.0 -23.0 -5.8 16.8 20.9 10.2

関西2府4県 10,101.4 13.4 8.8 6,457.3 8.2 4.1 3,644.2 23.9 20.4

関西2府8県 11,417.1 10.1 5.7 7,709.1 4.7 1.0 3,708.0 23.1 19.8

全国 53,777.6 7.4 3.2 41,518.6 4.3 0.0 12,258.9 19.5 18.9

2023年10月

総数 日本人 外国人

図 8  府県別日本人延べ宿泊者数 推移 
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図 9  府県別外国人延べ宿泊者数の推移 
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●10 月延べ宿泊者数の動向：関西 2 府 8 県 

▶観光庁によれば、10 月の関西 2 府 8 県の延べ宿泊者数(全体)

は 11,417.1 千人泊であった(表 1)。2019 年同月比+10.1%

と 2 カ月連続で増加し、前月(同+5.7％)から増加幅は拡大し

た。前月に引き続き外国人宿泊者の増加が延べ宿泊者全体の増

加に寄与した。 

▶10 月の日本人延べ宿泊者数は 7,709.1 千人泊となった(表 1 及

び図 8)。2019 年同月比+4.7%と 2 カ月連続の増加(前月：同

+1.0)。府県別に延べ宿泊者数を降順にみれば、大阪府

2,706.9 千人泊、京都府 1,714.3 千人泊、兵庫県 1,151.3 千人

泊、三重県 618.2 千人泊、滋賀県 352.4 千人泊、和歌山県

31.7 千人泊、福井県 263.6 千人泊、奈良県 214.7 千人泊、鳥

取県 195.0 千人泊、徳島県 175.0 千人泊であった。2019 年同

月比をみれば、京都府が 5 カ月連続、大阪府、兵庫県、奈良県

はそれぞれ 2 か月連続でプラスとなった。 

▶10 月の外国人延べ宿泊者数は 3,708.0 千人泊となった。

2019 年同月比+23.1%と 3 カ月連続で増加し、増加幅は前月

(同+19.8%)から拡大した(表 1 及び図 9)。府県別に延べ宿泊

者数を降順にみれば、大阪府 2,001.5 千人泊、京都府 1,417.9

千人泊、兵庫県 111.6 千人泊、和歌山県 48.1 千人泊、奈良県

32.9 千人泊、滋賀県 32.1 千人泊、三重県 30.0 千人泊、徳島

県 16.8 千人泊、福井県 8.7 千人泊、鳥取県 8.3 千人泊であっ

た。2019 年同月比でみると、大阪府(同+33.7％)、京都府(同

+20.3%)はいずれも4カ月連続で、徳島県(同+20.9％)は2カ

月連続で、それぞれプラスとなった。また、福井県も同

+8.2％と 20 年１月(同+32.8％)以来のプラスに転じた。 

▶関西 2 府 8 県延べ宿泊者を居住地別でみると(図 10)、１０月の

県内の延べ宿泊者数は 1,436.7 千人泊、県外は 9,712.1 千人泊

であった。2019 年同月比をみれば、県内は同+18.0％と 25 カ

月連続で増加し、前月(同+16.3％)から増加幅は拡大。また、

県外は同+13.5％と 2 カ月連続で増加した(前月：同+7.6％)。 

図 10  関西 居住地別延べ宿泊者比率の推移 

 
注) 県外の宿泊者には外国人宿泊者も含まれる。 
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  トピックス 3 

●2023 年 10-12 月期訪日外国人消費の動向 

▶観光庁によれば、2023 年 10-12 月期の訪日外国人消費額(1 次

速報、全目的ベース)は 1 兆 6,688 億円であった(7-9 月期：1 兆

3,801 億円)(図 11)。2019 年同期比+37.6％と 2 四半期連続の

プラスとなった(7-9 月期：同+16.8％)。2023 年通年では 5 兆

2,923 億円(速報、全目的ベース)となり、過去最高額を更新した

(19 年：4 兆 8,135 億円)。 

▶10-12 月期の訪日外国人消費額のトップ 5 を国・地域別(その他を

除く)にみれば(図 12)、台湾が 2,325 億円(2019 年同期比

+90.3％)で 最 も 多 か っ た 。 次 い で 中 国 が 2,322 億 円(同-

40.4％)、韓国が 2,145 億円(同+288.6％)、米国が 1,879 億円

(同+113.8％)、香港が 1,448 億円(同+51.5％)と続く。 

▶10-12 月期の 1 人当たり旅行支出(全目的)は 21 万 201 円となっ

た。2019 年同期比+28.0％と、4 四半期連続のプラス(7-9 月

期：20 万 9,228 円、同+28.5％)。国・地域別にみれば、スペイ

ンが 39 万 2,819 円(同+55.5％)と最も高い。次いで、英国が 38

万 6,526 円(同+18.1％)、 イ タ リ ア が 36 万 8,783 円(同

+76.5％)、オーストラリアが 35 万 3,678 円(同+24.6％)、ドイ

ツが 35 万 3,437 円(同+55.3％)であった(表 2)。 

▶10-12 月期の 1 人 1 泊当たり旅行支出をみれば、2 万 5,493 円と

なり、2019 年同期比+30.5％増加した。費目別では、宿泊費、

飲食費、交通費、娯楽等サービス費、買物代いずれも増加した。

一方、その他は減少となった(表 3)。なお、7-9 月期の 2 次速報

ベースでは買物代がこれまでのマイナスから小幅のプラスに転じ

ていることに注意。 

*トピックス 3 は四半期ごとの掲載である。 

**「全目的」とは、観光・レジャー目的以外に、業務、留学、親族・知人訪問等

の目的の旅行者を含む。ただし、１年未満の滞在者が対象である。 

図 11  訪日外国人消費額の推移 

 

11,517
12,673

11,818
12,128

7,071

284 352
1,047

1,640

5,949

10,103

12,319

13,801

16,688

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
(億円)

図 12  訪日外国人消費額の上位 5 か国・地域： 

2023 年 10-12 月期 

 
(注) 「訪日外国人」には、観光・レジャー目的に加えビジネス目的や

親族･知人訪問目的などで日本を訪れた外国人が含まれる。日本に居

住している外国人は含まれない。「クルーズ客」は船舶観光上陸許可

者。2019 年は確報、23 年 10-12 月期は速報。 

出所:観光庁『訪日外国人消費動向調査』より作成(上図も同様) 
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表 2  国・地域別一般客 1 人当たり旅行支出(全目的)：2023 年 10-12 月期 

 
表 3  一般客 1 人 1 泊当たり旅行支出(全目的)：2023 年 10-12 月期 

 
(注)10-12 月期統計からロシアの結果が公表された。ただし、従来に比べて入国者数が少ないため十分な回答数が確保できない等の理由から、標準誤差率の大

きいため留意が必要である。 

出所：観光庁『訪日外国人消費動向調査』より作成。 

国・地域 全体 韓国 台湾 香港 中国 タイ シンガポール マレーシア インドネシア フィリピン ベトナム

2019年10-12月期(円/人) 170,434 85,091 108,707 153,033 206,285 121,620 184,727 131,986 130,653 110,715 187,493

2023年10-12月期(円/人) 218,201 103,943 190,113 230,748 293,246 187,213 295,355 244,107 198,353 193,192 233,319

19年同期比(%) +28.0 +22.2 +74.9 +50.8 +42.2 +53.9 +59.9 +84.9 +51.8 +74.5 +24.4

国・地域 インド 英国 ドイツ フランス イタリア スペイン ロシア 米国 カナダ オーストラリア その他

2019年10-12月期(円/人) 172,581 327,227 227,538 257,665 208,964 252,626 224,066 198,728 200,940 283,785 275,622

2023年10-12月期(円/人) 233,787 386,526 353,437 342,408 368,783 392,819 280,062 324,139 320,518 353,678 339,073

19年同期比(%) +35.5 +18.1 +55.3 +32.9 +76.5 +55.5 +25.0 +63.1 +59.5 +24.6 +23.0

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽等サービス費 買物代 その他

2019Q4(円/人) 19,541 5,955 4,267 2,164 913 6,228 14 8.7

2023Q4(円/人) 25,493 8,984 5,490 2,954 936 7,117 12 8.6

19年同期比(%) 30.5 50.9 28.7 36.5 2.5 14.3 -14.6 -0.2

１人１泊当たり旅行支出 総額
費目別

平均泊数(泊)
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表 4  2023 年 12 月 訪日外客数 (JNTO 推計値) (対 2019 年比) 

 
 

表 5  2023 年 10 月 目的別訪日外客数 (JNTO 暫定値) (対 2019 年比) 

  

2019年 2023年 2019年 2023年

12月 12月 1-12月 1-12月

総数 2,526,387 2,734,000 8.2 31,882,049 25,066,100 -21.4

総数(中国除く) 1,816,153 2,421,600 33.3 22,287,655 22,641,100 1.6

韓国 247,959 782,700 215.7 5,584,597 6,958,500 24.6

中国 710,234 312,400 -56.0 9,594,394 2,425,000 -74.7

台湾 348,269 399,500 14.7 4,890,602 4,202,400 -14.1

香港 249,642 251,100 0.6 2,290,792 2,114,400 -7.7

タイ 164,936 125,800 -23.7 1,318,977 995,500 -24.5

シンガポール 100,376 113,700 13.3 492,252 591,300 20.1

マレーシア 78,250 60,800 -22.3 501,592 415,700 -17.1

インドネシア 59,203 63,700 7.6 412,779 429,400 4.0

フィリピン 81,542 79,100 -3.0 613,114 622,300 1.5

ベトナム 30,606 37,000 20.9 495,051 573,900 15.9

インド 11,739 13,500 15.0 175,896 166,300 -5.5

豪州 72,653 89,500 23.2 621,771 613,100 -1.4

米国 144,498 183,200 26.8 1,723,861 2,045,900 18.7

カナダ 35,132 36,400 3.6 375,262 425,900 13.5

メキシコ 6,499 9,100 40.0 71,745 94,700 32.0

英国 27,750 23,900 -13.9 424,279 321,500 -24.2

フランス 20,261 17,700 -12.6 336,333 277,400 -17.5

ドイツ 13,639 11,800 -13.5 236,544 233,400 -1.3

イタリア 11,196 10,600 -5.3 162,769 152,400 -6.4

スペイン 7,295 6,400 -12.3 130,243 115,900 -11.0

ロシア 8,833 3,300 -62.6 120,043 42,000 -65.0

北欧地域 9,873 7,300 -26.1 141,004 113,000 -19.9

中東地域 5,554 7,200 29.6 95,160 109,600 15.2

その他 80,448 88,300 9.8 1,072,989 1,026,600 -4.3

国・地域

総数　　Total 総数　　Total

伸率(%) 伸率(%)

2019年 2023年 2019年 2023年 2019年 2023年 2019年 2023年

10月 10月 10月 10月 10月 10月 10月 10月

総数 2,272,883 2,184,442 -3.9 1,913,105 1,905,162 -0.4 154,051 97,835 -36.5 205,727 181,445 -11.8

韓国 201,252 570,369 183.4 152,617 540,704 254.3 21,633 14,395 -33.5 27,002 15,270 -43.4

中国 819,054 325,645 -60.2 705,154 240,126 -65.9 33,159 21,230 -36.0 80,741 64,289 -20.4

台湾 376,186 385,259 2.4 354,624 371,132 4.7 10,766 7,103 -34.0 10,796 7,024 -34.9

香港 155,927 151,137 -3.1 150,763 147,515 -2.2 3,395 1,856 -45.3 1,769 1,766 -0.2

タイ 62,057 50,492 -18.6 54,621 45,165 -17.3 3,310 1,923 -41.9 4,126 3,404 -17.5

シンガポール 29,147 38,105 30.7 25,124 35,729 42.2 3,435 1,943 -43.4 588 433 -26.4

マレーシア 28,778 27,543 -4.3 23,871 24,472 2.5 2,525 1,450 -42.6 2,382 1,621 -31.9

インドネシア 25,021 32,354 29.3 17,652 21,291 20.6 2,475 1,356 -45.2 4,894 9,707 98.3

フィリピン 37,758 42,763 13.3 30,576 34,381 12.4 2,565 3,016 17.6 4,617 5,366 16.2

ベトナム 38,325 43,004 12.2 9,383 11,109 18.4 3,466 3,041 -12.3 25,476 28,854 13.3

インド 15,895 14,102 -11.3 6,269 6,752 7.7 6,054 3,967 -34.5 3,572 3,383 -5.3

豪州 60,498 64,005 5.8 55,570 60,869 9.5 3,593 2,202 -38.7 1,335 934 -30.0

米国 127,190 156,637 23.2 100,459 140,502 39.9 19,973 11,016 -44.8 6,758 5,119 -24.3

カナダ 28,525 39,822 39.6 25,379 37,861 49.2 1,934 1,098 -43.2 1,212 863 -28.8

メキシコ 6,282 10,131 61.3 5,523 9,522 72.4 416 300 -27.9 343 309 -9.9

英国 49,580 29,702 -40.1 41,325 24,452 -40.8 5,845 3,125 -46.5 2,410 2,125 -11.8

フランス 26,530 22,034 -16.9 20,157 17,622 -12.6 3,725 2,130 -42.8 2,648 2,282 -13.8

ドイツ 22,768 26,283 15.4 16,328 21,877 34.0 4,537 2,671 -41.1 1,903 1,735 -8.8

イタリア 13,354 14,605 9.4 10,551 11,947 13.2 1,784 1,459 -18.2 1,019 1,199 17.7

ロシア 10,454 4,294 -58.9 7,261 3,010 -58.5 2,085 554 -73.4 1,108 730 -34.1

スペイン 11,472 13,192 15.0 9,942 11,850 19.2 808 763 -5.6 722 579 -19.8

中東地域 8,678 13,549 56.1 6,863 12,305 79.3 1,071 658 -38.6 744 586 -21.2

その他 118,152 109,415 -7.4 83,093 74,969 -9.8 15,497 10,579 -31.7 19,562 23,867 22.0

国・地域

総数 Total 観光客 Tourism 商用客 Business その他客 Others

伸率(%) 伸率(%) 伸率(%) 伸率(%)

注) 目的別訪日外客数の定義については、図 3 注参照。 

出所: 日本政府観光局(JNTO)、2024 年 1 月 17 日付より筆者加工 


